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令和８年度 全国学力・学習状況調査の結果について 

 

 秋冷の候、保護者の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動に際しまして、御理解と御

協力をいただきありがとうございます。先日、札幌市における令和 8 年度全国学力・学習状況調

査の結果が公表されました。本校児童（対象・6 年生）につきましても、教科に関する調査の結果

概要及び改善の方向と、生活習慣や学習環境に関する調査による傾向をまとめましたので、お知ら

せいたします。今後、課題や改善の方向を基に、御家庭と連携を図りながら指導を充実させてまい

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 本校の概要 課題 改善の方向 

国

語 

【内容】 

△〔知識及び技能〕の「言葉の特

徴や使い方に関する事項」、〔思

考力、判断力、表現力等〕の「話

すこと・聞くこと」、「書くこと」

で、全国平均を上回っている。

しかし、「書くこと」において、

引用して自分の考えが伝わる

ように書き表し方を工夫する

ことについては、全国平均同様

本校の正答率が低くなってい

る。 

 

◇〔知識及び技能〕の「情報の使

い方に関する事項」は、全国平

均をやや上回っている。 

 

◆〔思考力、判断力、表現力等〕

の「読むこと」は、全国平均を

やや下回っている。 

 

 

 

 

 

●引用して、自分の考えが伝わる

ように書き表し方を工夫する

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

●情報と情報との関係付けの仕

方、図などによる語句と語句と

の関係の表し方を理解し使う

こと。 

 

 

 

 

 

〇引用する目的を明確にし、必要

な部分を抜き出して正確に書

いたり、引用した部分と自分の

考えとの関係などを明確にし、

区別して書いたりできる場を

設ける。 

 

 

 

〇文章を理解するために必要だ

と判断した複数の語句を丸や

四角で囲んだり、関係する語句

と語句とを線でつないだりす

るなど、目的に応じて、図示し

ながら情報を整理する学習活

動の充実を図る。 

 

◆全国の平均正答率と比較して、±3ポイント以内の差である場合は「●ほぼ同程度」「◇やや上回って

いる、◆やや下回っている」、3.1 ポイント以上の差がある場合は「△上回っている」「▼下回ってい

る」としています。 



算

数 

◇「数と計算」、「測定」、「データ

と活用」は、全国平均をやや上

回っている。しかし、「データと

活用」において、二次元の表か

ら条件に合う数を読み取るこ

とについては、全国平均同様に

本校も正答率が低くなってい

る。 

 

◆「図形」は、全国平均とほぼ同

程度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼「変化と関係」は、全国平均を

下回っている。 

●二次元の表から条件に合う数

を読み取ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●直方体の形を構成する面につ

いて理解すること。日常生活の

問題を解決するために、図形を

構成する要素に着目して、示さ

れた条件を基に、調べたい数量

の求め方を記述すること。 

 

 

 

 

●百分率で表された割合と比較

量から基準量を求めること。単

位量当たりの大きさを求める

除法の式の意味を理解し、それ

を基に判断すること。基準量、

比較量、割合の関係が正しく理

解すること。 

〇目的に応じて、データを集めて

分類整理し、問題を解決するた

めに適切な表やグラフを選ん

で表現したり、読み取ったりで

きるようにする指導の充実を

図る。 

 

 

 

〇図形の観察や構成・分解の活動

を通して、立体図形を構成する

要素について考察できるよう

にする指導の充実を図る。立体

の面積について、単位や測定の

意味を理解し、体積の計算によ

る求め方について理解できる

ようにする指導の充実を図る。 

 

〇日常生活の様々な問題場面に

おいて事象を数理的に捉え、数

量関係に着目し、基準量、比較

量、割合の関係や異種の二つの

量の割合として捉えられる数

量の関係について考察できる

ようにする指導の充実を図る。 

【児童質問紙】 学習・生活の様子 
今回の調査では、７１項目にわたって生活習慣、学習意欲、学習方法、学習環境等についての質問紙調

査も実施されました。ここでは、回答の内容から本校児童の傾向を紹介します。国語・算数の結果と合わ

せて、今回の結果から、学校と家庭が一体となって子どもたちに望ましい環境づくりを行うなど、工夫し

て取り組んで参りたいと思います。（肯定的な回答の割合が高いものには〇、低いものに●を付けていま

す。） 

〇基本的な生活習慣が整っていると感じている。 

〇家族とも先生とも話や相談ができ、互いに助け合える環境であることを感じている。 

〇学校に行くことを楽しく感じている。 

〇ICT 活用を適切にできると感じている。 

〇友達との協働学習のよさを感じ、前向きに取り組もうとしている。 

〇人の役に立つ人間になりたいと感じている。 

●SNS 視聴の時間が全国平均に比べて長い。 

●学習に使う機会は少ないが全国平均よりは長い。 

●休日の家での学習時間は全国平均に比べてやや短い。 

●図書館利用が少なく、読書時間が短い。特に新聞を読むことは少ない。 

 

 

  

心身共に健やかで、学校での学習に前向きに取り組もうとしている児童が多い。スクリーンタイムを

減らし、活字に触れる・体験的な活動を行う機会を工夫して生み出していくことが大切である。ま

た、進んで学習する習慣を身に付けていけるようなかかわりを図っていく。 

 


